
STマイクロパイル工法施工報告
報告No. No.１２ 適用分野 斜面補強 参考資料

企業者 国土交通省中部地方整備局 　　施工平面図

工事名

工事場所

工期 平成１６年６月～７月 　　　　ＳＴﾏｲｸﾛﾊ ｲ゚ﾙ配置間隔

使用用途 道路盛土斜面の補強・安定対策工

杭本数N=  168本     総延長ΣL= 1793.5m

杭   長　 杭   長　Ｌ＝7.0ｍ/本～13.5m/本　

鋼管長 鋼管長　Ｌ１＝1.0m/本～3.0m/本

鋼管仕様 STK400 φ165.2　t=7.1

使用削孔機 ｲﾝｶﾞー ｿﾙ ﾗﾝﾄﾞ 　　施工断面図

削孔方式 拡径ビットシステム 　　　ＳＴマイクロパイル

削孔地盤 粘性土・玉石・軟岩

　　　　施工状況写真 　　　補強鉄筋材　Ｄ41×３本/束

　

道路盛土斜面の補強対策工

企業者・工事名
施工場所・工期 愛知県豊田市

備考

M地区道路建設工事に伴う道路盛土斜面の補強対策工事

使用用途・杭数量
鋼管長・鋼管仕様
使用機械・削孔方法

削孔地盤

工事の特徴

  本工事は、道路盛土地盤・斜面の補強・安定対策としてＳＴマイクロパイルを施工し
たものである。  当初は、機械攪拌工法による深層地盤改良工法を主体とした検討が
行われていたが、その後の調査等により当該地区には転石が多数混在していること
が確認された。 転石の混在により機械攪拌工法では十分な地盤改良が不可能と判
断され、検討の結果、ＳＴマイクロパイルタイプⅠの採用となった。山岳トンネルの坑口
斜面安定対策等で多くの実績がある垂直縫地工法と同様に、せん断補強を主体とし
た斜面安定対策工である。  本工法の採用により、多数の転石が混在する地盤条件
においても確実な斜面安定対策が行われ、地盤改良工法に比べて工期を短縮してい
る。

本工法の採用により、施工中も含めた地盤の緩みを最小限に抑制できた。二重管削孔による
鋼管杭の直接打設により、転石混じり層などの複雑な地盤にも柔軟に対応できる。
グラウト加圧注入により確実な地盤改良効果が得られる。

地盤条件・施工条件および使用目的に応じ、鋼管仕様および補強芯材の使用等を検討する
必要がある。

長所

留意事項

マイクロパイル配置平面図 S=1:100
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STマイクロパイル工法施工報告

報告No. 52 参考資料

企業者 北海道 網走土木現業所

工事名

工事場所

工期 平成21年1月5日～平成21年2月28日

使用用途 急傾斜地崩壊防止対策（抑止杭）

杭本数 上段：N=  9本  総延長 ΣL=81 ｍ , 下段：N=12本  総延長ΣL=48 ｍ

杭   長　 上段：L=9.0m/本 , 下段：L=4.0m/本

鋼管長

鋼管仕様 上段：STK540　φ216.3㎜×12㎜

下段：STK540　φ165.2㎜×7.1㎜

使用削孔機 RPD100-SL級（改造）　ロータリーパーカッションドリル・スキッド型

削孔方式 ダウンザホールハンマ（拡径ビット仕様）

削孔地盤 火山灰・砂・安山岩

　当該地では既設対策施設(大枠工＋グラウンドアンカー工)において変状が確認されてい
た。そのため崩壊防止施設の補修・改良を行うことを目的としている。
　原因の調査・抑止効果の調査により、補強対策が必要であるものと判断され、変状原因お
よび現場条件等の比較検討の結果、マイクロパイル工が採用されたものである。
  施工現場状況
    ①　マイクロパイル打設位置は、既設対策工の法枠内である。
    ②　作業床は急傾斜地に位置し、単管足場上(幅4.5m)での作業となる。
    ③　地質は上位より火山灰・砂・安山岩である。
    ④　急傾斜地の上方および下方には民家等が隣接する。
    ⑤　気象条件は、最低気温-１０度C以下となる。
  住宅等が隣接していることから施工開始時、振動・騒音測定を行い、周辺環境への影響が
少なく問題ないレベルであることを確認した。
　マイクロパイル施工後、杭頭剛結合とするために、鉄筋コンクリート構造(現場吹付法枠)で
杭頭を連結した。

工事の特徴

断面図

急傾斜地崩壊対策の抑止杭として用いられたSTマイクロパイル

企業者・工事名
施工場所・工期

網走台町地区道単急傾斜地崩壊防止工事

北海道網走市

留意事項
RPD100-SL級　スキッド型・右回転の改造仕様。
寒冷地での施工であるため、グラウト混和剤はグラウンドアンカー工で使用実績の多い混和
剤(高性能減水剤(非ＡＥ))を用いた。

備考

使用用途・杭数量
鋼管長・鋼管仕様

使用機械・削孔方法
削孔地盤

長所

現場条件より大型施工機化の使用が困難であった。
小型の施工機械を採用しており、25tonラフタークレーンにて荷卸が可能である。
崩壊性地山から硬質地盤まで複雑な地盤条件を二重管削孔でのダウンザホールハンマ方
式で柔軟に施工することが可能である。
杭径が小さく、既設構造物に悪影響を与えず補強が可能である。

上段：L=9.0m/本（下杭1.5m/本×1本＋中杭1.5m/本×4本　＋上杭1.5m/本×1本）

下段：L=4.0m/本（下杭1.5m/本×1本＋中杭1.5m/本×1本　＋上杭1.0m/本×1本） 砂
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上段 STマイクロパイル φ216.3mm×9本

下段 STマイクロパイル
φ165.2mm×12本

想定すべり面

作業足場全景

下段施工状況 杭打設完了

上段施工状況
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STマイクロパイル工法施工報告

報告No. No.63 参考資料

企業者 大分県宇佐土木事務所

工事名

工事場所

工期 平成21年11月～平成22年2月

使用用途 地すべり抑止杭

杭本数 総延長　ΣL＝391m

杭   長　 直杭 L=12.5m/本　　斜杭 L=13.5m/本

鋼管長 直杭 L=13.0m/本　　斜杭 L=14.0m/本

鋼管仕様 STK590　φ165.2mm　t=7,1mm

使用削孔機 SM-103

削孔方式 リングロストビットシステム

削孔地盤 礫混り土、岩塊・玉石、軟岩

軽量盛土構築後における、斜面のすべりに対する安全率が満足しないことから、

抑止工の検討が行われた。検討案としては、STマイクロパイル工、鉄筋挿入工

＋吹付法枠工、鋼管杭工の3案が選定され、比較検討の結果、経済性をはじめ

総合的に評価の高い、STマイクロパイル工法が採用された。

施工箇所は急峻な場所であったが、搬入路と施工ヤードを整備し、専用削孔機

SM-103を搬入し施工した。

土質は、岩塊・玉石を非常に多く混える層であったため、リングロストビット

システムが採用となった。

軽量盛土下部に抑止工として用いられたSTマイクロパイル

企業者・工事名
施工場所・工期 大分県宇佐市

備考

平成20年度　道改単宇第3-2号道路改良工事

使用用途・杭数量
鋼管長・鋼管仕様

使用機械・削孔方法
削孔地盤

工事の特徴

岩塊・玉石（転石）を多く混える層であったが、リングロストビットシステムを用いた
二重管削孔であっため、大きなトラブルもなくスムーズな施工ができた。

岩塊・玉石層での施工においては、削孔角度や偏芯の施工精度確保に注意が必
要。

長所

留意事項
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STマイクロパイル工

STK590 φ165.2mm　t=7.1mm

直杭　L=13.0m

斜杭15゜　L=14.0m

NIJ研究会　



STマイクロパイル工法施工報告

報告No. No.77

企業者

工事名

工事場所

工期 H22年10月28日～H22年12月28日

使用用途 急傾斜地の抑止杭

杭本数 16本     総延長 ∑L=104.0ｍ

杭   長　 L=4.0m,9.0ｍ

鋼管長 L=4.0m,9.0ｍ (L=1.0～1.5m/本使用)

鋼管仕様 STKT590　φ216.3㎜×12㎜・φ165.2㎜×7.1㎜(設計：STK540)

使用削孔機 RPD-75-H3（改造機）

削孔方式 拡径ビット（DH)仕様

削孔地盤 砂礫～軟岩

・スキットタイプの小型機械で施工が可能で移動作業等が容易である。
・急傾斜地でも仮設が容易な単管足場にて作業できる。
・杭径が小さく、既設構造物に悪影響を与えず補強が可能である。

留意事項
・マイクロパイル注入時、鋼管が持ち上がらないように、鋼管の上がり防止措置を
施す。

使用用途・杭数量
鋼管長・鋼管仕様

使用機械・削孔方法
削孔地盤

備考

・強風化軟岩部・帯水層での削孔中スライムのつまりが多くあり、排土が困難になる場合も
ある。

施工前 施工完了

　　　　削孔状況

施工状況図

工事の特徴

・当該地では既設崩壊防止対策施設(法枠工＋グラウンドアンカー工)の変状補
修・改良を行うことを目的として、平成20年度から継続工事として発注された。
施工現場状況
    ① マイクロパイル打設位置は、既設対策工の法枠内である。
    ② 作業床は急傾斜地に位置し、単管足場上(幅4.5m)での作業となる。
    ③ 地質は上位より火山灰・砂・安山岩である。
    ④ 急傾斜地の上方および下方には民家等が隣接する。
    ⑤ 気象条件は、最低気温-１０度C以下となる。
  　⑥ 住宅等が隣接していることから施工開始時、振動・騒音測定を行い、
　　　　周辺環境への影響が少なく問題ないレベルであることを確認している。
　　⑦ マイクロパイル施工後、杭頭剛結合とするために、鉄筋コンクリート構造
　　　　で杭頭を連結した。

長所

急傾斜地の抑止杭を目的としたSTマイクロパイル

企業者・工事名
施工場所・工期

北海道　オホーツク振興局

網走台町地区道単急傾斜地崩壊防止工事

北海道網走市台町

先端削孔ビット

ダウンザホールハンマ

インナーロッド

節突起付き鋼管

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

鋼　管

スキットタイプ
削孔機械
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STマイクロパイル工法施工報告

報告No. No.87 参考資料

企業者 北海道オホーツク総合振興局　網走建設管理部

工事名

工事場所

工期 平成２３年５月９日～平成２３年８月２７日

使用用途 急傾斜地斜面の安定対策

杭本数 69本　　　 　総延長　ΣL=445.5ｍ

杭   長　 L＝4.0ｍ、8.5ｍ、9.0ｍ

鋼管長

鋼管仕様

使用削孔機 RPD-75-H3　(改造機)

削孔方式 拡径ビット（DH）仕様

削孔地盤 砂質土・軟岩

  当該地では既設対策施設(大枠工＋グラウンドアンカー工)において変状が確認さ
れていた。そのため崩壊防止施設の補修・改良を行うことを目的としている。
　原因の調査・抑止効果の調査により、補強対策が必要であるものと判断され、変
状原因および現場条件等の比較検討の結果、マイクロパイル工が採用されたもの
である。

施工現場状況
①　マイクロパイル打設位置は、既設対策工の法枠内である。
②　作業床は急傾斜地に位置し、単管足場上(幅4.5m)での作業となる。
③　地質は上位より火山灰・砂・安山岩である。
④　急傾斜地の上方および下方には民家等が隣接する。
⑤　住宅等が隣接していることから施工開始時、振動・騒音測定を行い、周辺環境
　　 への影響が少なく問題ないレベルであることを確認した。
⑥　マイクロパイル施工後、杭頭剛結合とするために、鉄筋コンクリート構造(現場
　　 吹付法枠)で杭頭を連結した。

備考

使用用途・杭数量
鋼管長・鋼管仕様

使用機械・削孔方法
削孔地盤

工事の特徴

留意事項

・グラウト加圧注入時の鋼管の浮き上がりに注意する。ここではパイプサポートにて
　浮上がり防止措置を施した。
・法面の脆弱部からミルクが逸脱しないか監視を行う。

長所

・スキットタイプの小型施工機械を採用しており、荷下し、移動作業が容易である。
・崩壊性地山から硬質地盤まで複雑な地盤条件を二重管削孔でのダウンザホール
　ハンマ方式で柔軟に施工することが可能である。
・杭径が小さく、既設構造物に影響を与えず補強が可能である。

L＝4.0ｍ、8.5ｍ、9.0ｍ　　　　（L=1.0～1.5ｍ/本使用）

STKT590　φ216.3mm×12mm 、φ165.2mm×7.1mm　（設計：STK540）

急傾斜地崩壊対策の抑止杭として用いられたSTマイクロパイル

企業者・工事名
施工場所・工期

平成22年度施行　網走台町地区　急傾斜地崩壊防止工事１工区（債務）

北海道網走市
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